
（別紙３）

～ 令和7年　1月　31日

（対象者数） 32 （回答者数）
26

～ 令和7年　1月　31日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
今後も制作やクッキング内容のマンネリ化をしないよう、新

しい内容の発掘も行っていく。

2
今後も、個別に社会性の向上やスキル獲得を目指せるよう努

めます。

3
今後も、作業所見学や体験の実施を行う。保護者様や各学校

の方々への周知も行い、開かれた事業所運営に努める。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
支援プログラムに個々で必要な勉学の時間を設定し支援を行

う。

2

3

集団療育にて、制作やクッキングが充実している。
日々、プログラムの提示や月ごとにイベント内容のカレンダー

を公表していくことで興味関心を持って取り組んでいる。

個別療育のSST（ソーシャルスキルトレーニング）の教材にて

演習を実施し社会性を養うことができる。
SSTの教材を用いて個別に演習を行うことができている。

就労支援事業所との提携がある。
同グループ内に就労支援B型事業所・A型事業所があり、作業

内容の見学や保護者様に向けての見学会も実施できている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

手先の療育に特化しており、勉学への支援が少ない。 個室での宿題の実施ができるよう環境を整えている。

令和7年　1月　5日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年　2月　1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス　グッドフェローズジュニア小久保校

○保護者評価実施期間
令和6年12月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


